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平成 19 年 12 月 26 日 

真砂地区学校適正配置地元代表協議会（仮称） 資料 
  

１ 地域の概況 
  現在、真砂第一中学校及び第二中学校区である真砂地区は、半径０．８ｋｍの円内に収まる地域で

ある。S４５～５１年にかけて千葉県が埋め立てて造成した。海にちなんだ町名を附し真砂町と命名
した。(S.46.4.30) 
真砂地区の人口は約２４，０００人（Ｈ．１９．４月現在）である。 
 

２ 学校の状況 

真砂地区には小学校が４校、中学校２校が点在し、小学校２校と中学校２校の小規模化が懸念され
ている。平成１９年５月現在の小学生数は約１，１００人、中学生数は約４９０人、平成２５年度推

計では小学生約１，０００人、中学生約４５０人であり、児童生徒数の増加は見込めない。平成２５
年度の児童生徒数推計値をもとにした地区に必要な学級数は、小学校３３学級、中学校１２学級であ

る。 
 
３ 学校創立の経緯 ※矢印は分離・開校を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 学校適正配置の方向性 

 
 
 
 
○ 小学校を２校、中学校を１校に統合することを検討する。 
○ 真砂地区に通学する磯辺６丁目の児童生徒は、磯辺地区への学区変更を行う（平成２０年４月
より）。 

 
５ 参考 

（１）現在の学区の状況 
美浜区真砂２～５丁目（1 丁目は真砂第五小の学区） 

   美浜区磯辺６丁目の一部（平成２０年度より磯辺地区へ学区変更） 
（２）学校の歴史等  ※経年は平成１９年４月現在 

 
 
 
 
 

 
 

 

 

Ｓ．４８ 
真砂第一小開校 

Ｓ．４８ 
真砂第二小開校 

Ｓ．４９ 
真砂第三小開校 

Ｓ．４９ 
真砂第四小開校 

Ｓ．４８ 
真砂第一中開校 

Ｓ．４９ 
真砂第二中開校 

学校名 開校年月 経年 創立経緯等 特別支援学級の状況 その他

真砂第一小 S４８・４ ３４年
子どもルーム
学校内

真砂第二小 S４８・４ ３４年 ４９年：真砂三小を分離
子どもルーム
学校外

真砂第三小 S４９・４ ３３年 ５５年：磯辺第二小を分離 知的１ 子どもルーム
学校内

真砂第四小 S４９・４ ３３年
４９年：真砂一小より移転
５４年：磯辺第一小を分離
５６年：磯辺第三小を分離

知的１、情緒１

真砂第一中 S４８・４ ３４年 　
真砂第二中 S４９・４ ３３年 　 知的2、情緒１

小学校２校 

中学校１校に 

真砂地区 
① 小学校：４校 中学校：２校 
② 小学生：１０９３人（４３学級）→１０３５人（３３学級） 
  中学生： ４８５人（１６学級）→ ４４６人（１２学級） 
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（３）学区図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


